
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

加齢とともに、肌には様々な変化が生じます。皮膚を守る汗や皮脂の

分泌も減少することもそのうちのひとつです。 

冬は空気が乾燥しており、皮膚の水分も蒸発しやすくなります。その

ため、皮膚が乾燥し、白っぽい粉や薄皮が目立ち、滑らかさが失われ、が

さがさした肌触りになってしまいます。また、真皮とよばれる肌の弾力

を保つ組織も減少・変性してしまいます。 

 

その結果、しわやたるみが増えることになります。 

 

乾燥肌になると、外部の刺激で容易に傷つく状態となり、重症だとテ

ィッシュペーパーのようにペラペラで裂けやすい状態になります。 

 

この状態を【スキンフレイル】と呼びます。 

 

こんにちは！ いりたに内科 在宅部では新しいチャレンジとして、広報チラシを作成することにしました！ 

第１号は＜肌トラブルについて＞です！ 

も増えてきます。 

 

 

●入浴時の注意 

タオルでゴシゴシこすらない。 

石鹸の泡で優しく洗う。 

熱いお湯は避ける。（目安は４０℃以下） 

●刺激物の摂りすぎは避ける。 

アルコールや香辛料などの刺激物の摂りすぎは体温

が上昇しかゆみがひどくなるため控えましょう。 

生活上の注意

●室内の湿度を適切に（４０～６０％）保つ。 

暖房の効かせすぎは皮膚の乾燥を助長します。 

加湿器を用いて適度な湿度を保ちましょう。 

医療法人社団 勝榮会 いりたに内科クリニック 

在宅診療部       ☎03-5913-8988 

 

予防のために、保湿を心がけましょう！！ 

いりたに内科ではスタッフブログを運営しています。 

ぜひこちらもご覧下さい☺ 


